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③県南広域振興圏

図 ６-8 県南広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 

【県南広域振興圏南部における南北の広域バス路線の見直し・検証】 

・ 通勤・通学など地域内公共交通の役割も担っている路線である一方、平均

乗車密度が低く、今後の維持に向け、利用者に分かりやすい情報提供などの

新たな利用促進策や、駅や観光名所に直結する運行ルートについて検討。

・ 各路線の利用者の少ない便や区間は、代替交通の必要性と併せ、見直しを

検討。

・ 国道南線（水沢駅～イオン前沢店）は、奥州市街地の地域内公共交通の

見直しと併せ、平成 30 年（2018 年）10 月からルート変更を実施してお

り、利用状況を注視しながら検証。

・ 一関花泉線は、平成30年（2018年）４月から路線短縮を実施しており、

利用状況を注視しながら検証。

【花巻市「地域公共交通網形成計画」と

の整合を図った検討】 

・ 広域バス路線が乗り入れる鉄道駅について

は広域接続拠点化。

・ 広域バス路線と地域内公共交通（デマン

ド交通）を接続。

・ 土沢線利用者に対し、沿線観光施設の入

館料減免について継続検討。

・ 大迫石鳥谷線の利便性向上についてさらに

検討が必要。

【花巻空港-北上方面の工業団地を

結ぶ広域バス路線の検討】 

・ 花巻空港と産業拠点である北上

方面の工業団地間を結ぶ広域バ

ス路線の必要性について検討。

【一関市内の観光地に接続する広域バス路線の見直しの検討】 

・ 病院等への必要な接続は維持しながら、利用者が少ない

一部地域の経路変更について検討。

・ 観光地とのセットチケットなどの利用促進策について検討。

【一関市内を東西に結ぶ広域バス路線の見直し】

・ 一関市街地の一部地域は路線重複もあり、経路変更を

検討。

・ 一関大船渡線と路線重複するため、時刻調整が必要。

・ １～２便、工業団地、県立病院経由から駅東口に接続

するルートの可能性について検討。
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◇広大な地域のまちづくりを支える広域路線ネットワーク
の維持・確保 

・ 花巻市、北上市、奥州市、一関市は市町村合併に伴い
広大な市域を有しており、県南広域振興圏は、地域内
公共交通の維持・確保が大きな課題となっている。

・ 人口及び主要な拠点・施設は、鉄道・新幹線駅周辺
に集積し、中山間部は人口減少傾向にある。

・ 通勤・通学流動を見ると市町村間を跨ぐ移動が多く、
また、世界遺産「平泉の文化遺産」等、観光交流人
口の拡大も期待される。将来的には、ILC 誘致の動向
を踏まえた広域路線ネットワークの検討も進めてい
く必要がある。

方
向
性
② 

◇鉄道・バス路線の役割分担を明確にし、相互に利用・補完

し合う、効率的で生産性の高い公共交通体系を形成 
・ 県央広域振興圏同様、南北軸については、JR線と広

域バス路線が重複・競合しており、補助要件は満た
しているものの減額対象路線が多くなっている。東
西軸については、人口減少を主な原因とした利用者
数の減少に伴い、運行本数が減便される等により補
助要件が満たされていない。

・ 花巻市･北上市は｢地域公共交通網形成計画｣を策定
しており、一関市も策定予定であることから、これ
らの計画との整合性を踏まえながら、地域間交通に
ついて位置づけ・役割を踏まえた維持、地域内公共
交通への転換等を検討する必要がある。
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◇鉄道駅等を広域接続拠点とするとともに、日常生活に直結

する病院・学校等を経由し、まちづくりとの連携を図る 
・ 県南広域振興圏の市町村には、鉄道駅があり、花巻・

北上・奥州・一関には新幹線駅が立地している。そ
の他、主要な公共施設・高校等も鉄道沿線に立地し
ている。

・ 県南広域振興圏は、他地域よりも基幹病院が 3病院、
高校・高等専門学校が 31校、道の駅が 11駅と多く、
市町村を跨いだ通学・通院移動や観光振興の重要な
経由拠点として人の移動が期待できることから、地
域公共交通体系の構築に当たっては、これらの施設
等が拠点となるまちづくりとの連携を図る。
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◇交流人口拡大を見据え、鉄道・バス路線が共存できる地域

公共交通ネットワークを形成する 
・ 花巻市、北上市、奥州市、一関市は市町村合併によ

り広大な市域を有しており、都市としての特性を有
している。広域バス路線は長大ルートで交通事業者
の人的・物的資源不足もあり、維持・確保が課題と
なっている。

・ 世界遺産である「平泉の文化遺産」への観光や「ILC
誘致」等、交流人口拡大を見据え鉄道・バス路線が
共存できる地域公共交通ネットワークを形成する。

【策定予定の一関市「地域公共交通網形

成計画」と整合を図った検討】 

・ 千厩花泉線、大籠線について、一関市の「地

域公共交通網形成計画」の策定状況を踏ま

え、整合を図ることが必要。

・ 被災地特例終了まで可能な限り路線を維持

しつつ、広域バス路線とデマンド交通など地域

内公共交通の見直しを併せて検討。

【奥州市の既存計画の更新の動向を踏まえた検討】 

・ 奥州市の次年度以降のバス交通計画の更新との整合を踏まえ、

路線の見直しを検討。

・ 「馬留線」､「生母線」は他路線との重複が課題であり、奥州市の

計画更新に併せて見直しについて検討。

【北上の地域公共交通網形成計画・アクションプランと西和賀の方

針との整合を図った検討】 

・ 北上線について、ＪＲ北上線の運行していない時間帯を補完す

るダイヤ変更を検討。さらに、ＪＲ北上線と併せて利便性を高め

るための利用促進ができないか検討。

・ 貝沢線について、通学・通院など生活路線として維持が必要だ

が、利用がほとんどない区間の短縮の可否について検討。また、平

成 30 年（2018 年）10 月から運行している町民バス（おでか

けバス）と重複しており、ダイヤ調整を検討。さらに、豪雪時期の

利用実態を検証し、冬ダイヤの設定を検討。

【改善を図った奥州市内の広域バス路線の検証】 

・ 胆沢病院線は、江刺方面から水沢駅へ JR 東

北本線の乗り継ぎに利用。国道南線（水沢

駅～イオン前沢店）の経路変更に伴い、平成

30 年（2018 年）10 月に運行時刻の改正

を実施しており、今後の利用状況を注視しなが

ら検証。
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資料２４　県南広域振興圏における公共交通ネットワークの方向性（現行計画）




